
『
一
一
一
国
伝
記
』

『
一
二
宝
感
応
要
略
録
』

二
伝
本
と

松
尾

譲
児

要
旨

天
台
舘
・
玄
棟
撰
の
仏
教
説
話
集
『
一
一
一
国
伝
記
h

の
有
力
伝
本
に
は
推
定
近
世
初
期
書
写

の
国
会
図
書
館
蔵
写
本
（
存
八
冊
）
と
寛
永
十
四
年
版
本
の
二
種
が
知
ら
れ
る
が
ち
双
方
が

古
態
を
と
ど
め
る
本
文
徴
証
を
有
し
、
伝
本
関
係
の
相
対
把
握
が
難
し
い
。

本
稿
で
は
間
警
の
究
・
漢
説
話
の
最
重
要
の
出
典
で
あ
る
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
の
誤
読

史
を
論
じ
た
出
稿
に
お
い
て
詳
細
な
分
析
を
留
保
し
て
い
た
、
ウ
ニ
国
伝
記
h

の
確
実
な
出

典
源
と
の
比
較
対
照
へ
の
有
効
視
に
立
脚
す
る
対
照
作
業
を
行
う
。

霞
会
図
書
館
蔵
写
本
は
本
文
や
語
序
の
一
致
等
か
ら
、
作
品
成
立
時
の
本
文
を
比
較
的
保

存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
寛
永
十
匝
年
抜
本
は
質
量
と
も
に
訓
点
が
充
実
し
、
作
品
享
受
に
付

帯
す
る
訓
読
方
式
を
比
較
的
保
存
す
る
依
本
と
位
置
づ
け
う
る
。

一、

問
題
の
所
在

近
江
国
の
天
台
僧
・
玄
棟
撰
の
『
三
国
伝
記
』
は
全
十
二
巻
・
各
3
0
話
（
総

計
3
6
0
話
）
を
収
め
る
仏
教
説
話
集
で
、
主
要
伝
本
に
は
推
定
近
世
初
期
書

写
の
国
会
臨
書
館
本
（
以
下
「
国
本
」
と
適
宜
称
す
る
）
と
、
い
ず
れ
も
向
版

の
寛
永
十
四
（

5
3）
年
・
明
暦
二
（
訟
法
）
年
・
無
刊
記
の
版
本
三
種
（
以
下
「
抜

本
い
と
適
宜
称
す
る
）
の
二
種
が
知
ら
れ
る
。

国
本
・
抜
本
間
の
移
し
い
本
文
異
問
が
投
げ
か
け
る
問
題
点
は
必
ず
し
も
解

決
済
み
で
は
な
い
が
、
先
考
と
し
て
版
本
本
文
の
浄
土
教
的
改
変
を
指
摘
し
た
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池
上
海
一
（
芯
∞
M
）
や
、
新
出
資
料
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
間
伝
本
と
の
本
文
比
較

を
行
う
渡
遺
信
和
公
演
凶
）
、
黒
田
彰
（
川
市
混
と
・
（
苓
∞
凶
）
、
湯
谷
祐
三

2
3
8
、

渡
辺
匡
一

C
O
O
M
）
を
挙
げ
う
る
。

判
一
一
一
国
伝
記
』
は
中
世
成
立
の
有
力
伝
本
に
恵
ま
れ
ず
、
新
出
資
料
の
定
位

に
は
匿
本
・
版
本
と
の
本
文
比
較
の
重
要
性
が
高
い
が
、
そ
の
中
で
も
池
上
海

一
（
目
。
∞
ω）
は
両
伝
本
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
本
文
的
特
徴
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
端
的
に
ま
と
め
て
い
る
。

①
、
版
本
は
本
文
に
回
り
く
ど
さ
を
も
つ
の
に
対
し
て
、
日
出
本
は
言
葉
が

よ
く
補
わ
れ
て
い
る
。

②
、
国
本
の
わ
か
り
や
す
さ
が
伝
本
の
素
性
の
よ
さ
を
保
証
す
る
と
は
言
い

切
れ
ず
、
か
え
っ
て
後
人
の
補
筆
と
思
わ
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
。

③
、
一
方
で
版
本
本
文
に
み
ら
れ
る
浄
土
教
的
改
変
に
つ
い
て
は
編
者
玄
棟

の
何
ら
関
知
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
国
本
が
古
態

を
と
ど
め
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
現
存
の
『
三
国
伝
記
』
国
本
・
版
本
の
本
文
は
と
も
に
作
品
成
立

時
の
本
文
か
ら
は
隠
た
り
を
持
ち
、
作
品
本
文
の
変
容
の
主
因
に
は
現
在
伝
本

に
到
る
ま
で
の
度
重
な
る
転
写
や
、
活
発
な
作
品
利
用
に
伴
う
複
次
的
な
本
文

の
付
加
脚
色
な
ど
の
可
能
性
、
が
考
え
う
る
。

菌
本
・
版
本
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
本
文
の
吟
味
か
ら
帰
結
さ
れ
る
、
古
態
的
本

文
の
判
断
基
準
を
い
か
な
る
角
度
か
ら
求
め
る
か
が
課
題
と
な
る
が
、
稿
者
は

編
者
玄
棟
の
円
三
国
伝
記
』
編
纂
へ
の
活
用
が
推
測
さ
れ
る
依
拠
資
料
の
援
用

が
実
証
性
を
持
た
せ
る
上
で
有
効
と
考
え
、
以
下
本
稿
で
は
重
要
な
出
典
源
で

あ
る
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
出
典
説
話
を
素
材
に
論
述
す
る
。
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、

吋
一
一
一
国
伝
記
』
に
お
け
る
吋
一
一
一
宝
感
応
要
路
録
』
利
用

一
宝
感
応
要
略
録
』
辻
、
中
国
遼
代
の
高
僧
非
濁
（
2
5
8〉
に
よ
り
編
纂
さ

れ
た
、
上
巻
五

O
話
・
中
巻
七
二
話
・
下
巻
四
二
話
の
一
一
一
巻
一
六
回
話
か
ら
な

る
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
大
陸
で
は
早
く
に
散
逸
し
な
が
ら
も
日
本
で
は
簡
便

な
仏
教
説
話
集
と
し
て
重
用
さ
れ
、
伝
本
も
院
政
鎌
倉
期
を
中
心
に
古
写
本
数

本
と
慶
安
三
（

MSO）
年
版
本
が
知
ら
れ
る
。

問
書
が
日
本
の
仏
教
説
話
集
に
与
え
た
影
響
の
考
察
は
『
今
昔
物
語
集
h

を

中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
司
三
国
伝
記
』
に
お
け
る
出
典
利
用
も
塚
本
善

隆
（
芯
ふ
と
の
認
定
に
始
ま
り
、
い
ず
れ
も
論
旨
を
摘
要
す
る
よ
う
に
開
文
献
の

研
究
史
に
お
い
て
画
期
的
意
義
を
有
す
る
①
i
③
の
各
論
考
で
、
引
用
話
数
の

確
定
と
補
訂
が
な
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

①
・
・
・
小
林
忠
雄
（
3
h
S〉

明
三
国
伝
記
』
の
出
典
研
究
を
そ
れ
ま
で
手
薄
で
あ
っ
た
仏
典
関
係
に

も
展
開
し
、
『
一
一
一
宝
感
応
要
路
録
』
所
収
説
話
の
う
ち
過
学
数
の
八
四
話

を
出
典
に
認
定
。
照
時
に
編
者
玄
棟
が
吋
三
宝
感
応
要
略
録
』
を
よ
く
理

解
し
消
化
し
つ
つ
利
用
し
た
こ
と
を
綾
説
す
る
。

②
・
：
池
上
海
一
（
芯
司
〉

『
一
一
一
国
伝
記
』
を
含
む
中
世
説
話
文
学
に
お
け
る
吋
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』

受
容
史
を
概
観
し
、
小
林
論
文
の
出
典
認
定
か
ら
本
文
相
違
の
著
し
い
巻

十
二
2
6
を
削
除
し
、
一
方
で
巻
二

4
・
巻
六
4
を
追
加
す
る
。

③
・
：
李
銘
敬
（
M
o
o
d

日
本
仏
教
説
話
集
の
構
造
解
明
を
自
的
に
『
一
一
一
宝
感
応
要
路
録
』
自
体

の
精
綾
な
研
究
に
よ
る
日
本
仏
教
説
話
集
の
構
造
解
明
を
試
み
た
論
考
で

あ
り
、
一
回
一
伝
記
』

2
5
話
を
出
典
に
追
加
す
る
。

私
見
を
追
加
す
れ
ば
右
の
出
典
話
の
一
部
に
は
、
編
者
玄
棟
が
別
資
料
を
併

用
す
る
若
干
の
説
話
を
含
む
。
た
と
え
ば
池
上
海
一

2
3
3
が
削
除
す
る
巻
十

一一
2
6
は
部
分
的
に
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
を
も
利
用
し
て
い
る
し
、
氏
が
出

典
に
追
加
認
定
す
る
巻
二
4
の
出
典
『
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』
上
1
話
は
、
黒
田

彰
（
日
混
同
）
の
指
摘
の
よ
う
に
円
一
一
一
国
伝
記
』
と
成
立
時
代
・
成
立
簡
が
酷
似

し
問
書
の
一
出
典
と
推
定
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
和
談
紗
』

5
9
2
雑
・
仏
事

「
昔
切
利
夫
之
安
居
九
十
自
」
の
出
典
で
も
あ
る
。

黒
田
説
に
対
し
牧
野
和
夫
〈
凶
混
同
〉
は
李
嬬
百
詠
注
の
類
似
錨
所
を
媒
介
に

『
三
国
依
記
』
吋
和
漢
朗
詠
集
和
談
紗
』
共
通
の
披
源
資
料
を
想
定
す
る
。
両

者
一
間
の
影
響
擦
係
の
有
無
は
容
易
に
決
し
が
た
い
が
、
本
語
は
原
典
屈
指
の
長
大

説
話
で
も
あ
る
上
1
話
に
比
し
て
省
筆
が
顕
著
で
、
玄
棟
は
ヲ
ニ
宝
感
応
要
略

録
』
を
も
度
接
参
看
し
、
大
筋
で
は
『
和
漢
朗
詠
集
和
談
紗
』
な
い
し
根
源
資

料
を
利
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
本
稿
追
加
の
巻
一
一
1
1
話
「
天
台
大
師
事
」
は
、
池
上
氏
注
釈
（
上
〉

が
指
捕
す
る
よ
う
に
、
天
台
大
師
の
伝
記
を
伝
え
る
諸
書
に
見
え
な
い
記
述
が

散
見
さ
れ
る
が
、
頭
注
四
で
指
擁
さ
れ
る
生
、
役
時
の
逸
話
、
頭
住
二
五
で
指
摘

さ
れ
る
浄
名
経
講
義
の
際
の
奇
瑞
は
、
と
も
に
ウ
ニ
宝
感
応
要
略
録
』
中
1
8

話
に
対
応
箇
所
を
指
摘
し
う
る
。

巻
二
1
1
話
は
諾
書
を
引
い
て
出
典
操
作
が
複
雑
で
、
元
来
短
文
の
中
1
8

話
の
二
つ
の
段
落
は
、
巻
二
1
1
話
の
冒
頭
、
と
後
半
部
に
分
断
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
後
段
は
寛
永
十
四
年
版
本
に
欠
い
て
い
る
事
矯
も
あ
っ
て
、
先
学
で
は

見
落
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
池
上
氏
（
実
線
）
・
李
氏
（
破
線
）
・
稿

者
（
波
線
〉
の
訂
正
結
果
を
以
下
｛
表
一
｝
に
示
す
。

｛
表
一
｝

づ
一
一
国
伝
記
』
の

一
宝
感
応
要
略
録
』
出
典
説
話
一
覧



一
：
・
第
7

i
下
4
0

巻
二
・
：
第
1

i
上
2
2
・
第
2

1
上
2
4
・
第
4

i
上
1
・
第
i
l
－

－

1
8

・
第
1
4
1中
7

巻
一
ニ
・
：
第
1

1
上
1
9
・
第
2

i
上
1
5
・
第
1
4
1中
4
8
・

・
第
2
2
1中
5
0
後
半

巻
四
・
・
・
・
・
・
引
用
話
な
し

巻
五
：
・
第
1

1
下
3
2
・
第
4

1
下
3
5
・
第
5

1
下
3
4

・
第
8

1
下
2
・
第
1
0
1下
3
6
・
第
1
6
i上
4
6

・
第
2
2
1中
2
3
・
第
2
3
1中
3
3
・第．引叫ん引いけい刑．

H
引

．
第
2
9
1中
4
7

巻
六
・
：
第
1

1
下
3
・
第
2

1
下
6
・
銅
引
け
判
引
引
・
第
5

i中
4
3

・
第
8

1
下
6
・
第
2
0
1上
3
1
・
第
2
2
i上
1
8

・
第
2
3
i上
1
3
・
第
2
5
1上
1
1

巻
七
・
：
第
2

l
中
6
0
・
第
1
0
1上
4
3
・
第
1
3
1中
4
2

・
第
1
4
i中
7
0
・
第
2
3
1中
2
4
・
第
2
5
1下
2
3

・
第
2
6
1下
2
2

巻
八
：
・
第
2

1
下
2
8
・
第
4

1
下
2
4
・
第
5

1
下
2
1

・
第
8

1
中
6
6
・
第
1
1
1中
1
6
・
第
1
6
1中
2
8

．
第
2
3
1中
6
4

巻
九
：
・
第
5

1
中
2
6
・
第
1
4
i上
3
5
・
第
1
6
i上
5
0

・
第
1
7
i上
3
2
・
第
1
9
i上
3
3
十
上
3
4

・
第
2
0
i上
3
6
・
第
2
5
1上
4
8
・
第
2
6
1中
3
7

・
第
2
8
1中
5
2
・
第
2
9
1中
5
7

巻
十
：
・
第
1
1
l上
2
8
・
第
1
4
1上
7
・
第
1
6
1中
2

・
第
1
7
i中
4
・
第
1
9
1上
4
4
・
第
2
0
i上
1
4
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『
一
一
一
盟
伝
記
』
二
伝
本
と
『
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』

・
第
2
3
1上
2
1
・
第
2
6
1上
9
・
第
2
9
1下
3
1

巻
十
一
・
：
第
2

1
下
9
・
第
4

1
下
2
7
・
第
5

1
下
1
0

・
第
7

1
上
2
3
・
第
1
0
1上
1
0
・
第
1
1
1中
9

・
第
1
4
1中
4
6
・
第
2
0
1下
3
8
・
第
2
2
i中
1
1

・
第
2
3
i下
3
9
・
第
2
6
i下
2
9
・
第
2
8
1中
7
1

．
第
2
9
i下
3
7

巻
十
一
一
：
・
第
1

l
上
2
9
・
第
2

1中
6
1
・
第
4

1
中
1
3

・
第
5

i
中
6
2
・
第
7

1
中
1
2
・
第
8

i
上
2
0

・
第
1
1
1中
5
3
・
第
1
6
1中
2
7
・
第
2
3
1下
1
9

・
鰐
料
相
川
桝
斜
糾
・
第
2
8
i上
3
0
・
第
2
9
1下
1
4

ヲ
ニ
国
伝
記
』
各
巻
の
引
用
話
数
を
丸
括
弧
で
示
せ
ば
、
巻
一
（
1
）

ニ
（
5
）
・
巻
一
一
一
（
4
）
・
巻
五
（
1
0
）
・
巻
六
（
9
）
・
巻
七
（
7
）

巻
八
（
7
）
・
巻
九
（
1
0
）
・
巻
十
（
9
）
・
巻
十
一
（
1
3
）
・
巻
十
二

（1
2
）
の
以
下
8
7
話
で
あ
る
。
明
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』
の
連
続
す
る
二
話

を
撞
め
て
引
用
す
る
巻
九
1
9
を
除
い
て
一
話
関
士
が
対
応
す
る
。

円
三
国
伝
記
』
の
党
・
漢
説
話
（
計
2
4
0
話
）
中
、
ヴ
ニ
宝
感
応
要
略
録
h

の
出
典
話
は
三
分
の
一
強
を
占
め
る
。
ま
た
出
典
話
の
比
率
は
後
半
部
に
漸
増

す
る
が
、
池
上
抱
一

2
3
N）
は
玄
棟
が
説
話
編
纂
を
進
め
る
に
つ
れ
て
究
漢
説

話
の
取
材
源
不
足
に
悩
ん
だ
結
果
と
推
、
測
し
、
同
書
が
焚
・
漠
・
和
の
三
国
構

成
を
成
り
立
た
せ
る
編
者
の
根
幹
資
料
で
あ
っ
た
と
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
出
典
源
が
判
明
し
て
い
る
ウ
ニ
国
伝
記
』
説
話
に
お
い
て
『
三

宝
感
応
要
略
録
』
か
ら
の
引
用
説
話
数
は
自
余
の
典
籍
を
圧
倒
し
て
お
り
、
ま

と
ま
っ
た
言
語
最
を
得
ら
れ
る
ウ
ニ
宝
感
応
要
略
録
h

出
典
説
話
を
考
察
素
材

と
し
た
、
一
一
伝
本
の
本
文
異
同
の
検
討
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
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『
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』
慶
安
版
本
と
『
三
国
伝
記
』
訓
点

司
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』
な
ど
漢
文
文
献
に
依
拠
す
る
仏
教
説
話
の
成
立
と
流

布
に
関
す
る
先
考
で
は
、
観
点
の
祷
担
す
る
役
割
へ
の
注
視
は
そ
も
そ
も
寡
少

で
あ
っ
た
。
『
三
国
伝
記
』
の
国
本
・
版
本
の
訓
点
を
詳
細
に
論
じ
た
先
考
は

管
見
の
限
り
知
ら
れ
な
い
が
、
罰
金
問
の
近
世
に
お
け
る
享
受
資
料
で
あ
る
ウ
一
一

国
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉
』
や
『
仏
法
寄
妙
集
』
（
新
選
沙
石
集
）
の
定
位
に
も

訓
点
を
射
程
に
入
れ
た
対
比
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

ま
ず
『
三
国
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉
』
は
全
十
五
巻
（
巻
一
を
除
く
十
四
巻
現

存
）
の
寛
永
年
間
か
ら
そ
れ
ほ
ど
下
ら
な
い
近
世
初
期
転
写
の
孤
本
で
、
渡
遁

信
和
（
凶
器
い
）
よ
り
要
点
を
引
け
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

平
仮
名
本
は
全
般
に
わ
た
っ
て
説
話
を
草
子
思
に
改
め
、
和
漢
混
清
文

体
を
和
文
脈
の
擬
官
文
体
と
す
る
な
ど
物
語
的
に
す
る
傾
向
が
あ
る
。
・
：

（
中
略
）
：
・
写
本
と
板
本
と
が
異
な
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
平
仮
名
本

を
検
す
る
と
、
板
本
に
よ
り
近
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
平
仮
名
本
は
抜

本
系
統
の
本
文
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
寛
文
七
（

HaS〉
年
刊
の
『
仏
法
寄
妙
集
』
（
元
禄
九
（

HSa）
年
刊
の
改

題
本
叫
新
選
沙
石
集
』
と
無
刊
期
版
本
も
あ
る
）
に
つ
い
て
、
黒
田
彰
（
芯
∞
ム
）

の
解
説
よ
り
要
点
を
以
下
引
用
す
る
。

新
選
沙
石
集
（
仏
法
寄
妙
集
）
は
、
一
一
一
国
伝
記
十
二
巻
、
全
一
一
一
百
六
十
話

の
内
、
約
そ
の
六
分
の
一
、
六
十
五
話
を
抜
出
し
て
、
版
本
系
と
患
し
い

そ
の
本
文
を
忠
実
に
漢
字
平
仮
名
交
り
文
に
読
下
し
た
も
の
で
、
一
一
一
回
一
伝

の
中
世
末
・
近
世
に
お
け
る
流
伝
・
受
容
を
考
え
る
上
で
、
ま
た
、
写

本
・
版
本
を
併
せ
て
も
難
読
館
所
の
多
い
三
国
伝
記
本
文
の
、
中
世
末
・

近
世
初
期
の
訓
法
を
知
る
上
で
、
看
過
し
得
ぬ
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

前
節
初
頭
で
述
べ
た
近
世
初
頭
以
降
の
数
次
の
『
三
国
伝
記
』
の
版
行
状
況

か
ら
す
れ
ば
、
問
書
の
作
品
流
布
と
の
適
度
な
タ
イ
ム
ラ
グ
を
も
っ
て
、
寛
文

七
年
版
『
仏
法
寄
妙
集
』
や
元
禄
九
年
版
『
新
撰
沙
石
集
』
が
成
立
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
本
文
比
較
は
後
に
譲
る
が
、
『
一
一
一
回
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉
』

『
仏
法
寄
妙
集
』
と
も
に
版
本
と
の
本
文
の
近
似
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
訓
点
を
も
含
め
版
本
を
媒
介
と
す
る
、
近
世
の
『
三
国
伝
記
』
流
布
状
況

の
反
映
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。

ま
ず
つ
一
宝
感
応
要
略
録
』
慶
安
版
本
の
本
文
お
よ
び
訓
点
と
、
『
三
国
伝

記
』
版
本
本
文
お
よ
び
訓
点
と
の
近
似
度
に
つ
い
て
、
司
今
昔
物
語
集
』
に
も

取
材
さ
れ
て
い
る
説
話
を
取
り
上
げ
て
対
照
し
て
み
た
い
。
検
討
対
照
は
【
資

料
一
｝
『
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』
中
4
8
話
「
唐
橡
洲
神
母
聞
大
般
若
経
名
感
応
」
、

陪
話
を
出
典
と
す
る
｛
資
料
二
｝
吋
今
昔
物
語
集
』
巻
七
3
話
「
震
日
一
預
洲
神

母
開
般
若
生
天
語
」
お
よ
び
、
｛
資
料
一
一
一
｝
一
国
伝
記
』
巻
三
1
4
話
「
神

母
被
牛
牽
郵
仏
寺
事
」
の
三
者
で
あ
る
。

｛
資
料
一
〕
円
三
宝
感
応
要
略
録
』
巻
中
4
8
話
（
慶
安
版
本
）

後
ノ
時
神
母
漕
テ
レ
疾
四
一
死
去

嫡
女
思
一
一
慕
之
ヲ
一
。

夢
一
一
告
テ
臼
ク
我
死
シ
テ

歪
ル
一
一
子
閤
魔
法
王
ノ
処
一
一
二
唯
有
j
h
ω

業
ノ
ミ
一
荘
｝
一
厳
シ
テ
身
ヲ

全
ク
無
シ
一
一
少
分
ノ
善
根
一
国
王

捻
シ
テ
レ
札
ヲ
市
徴
嘆
シ
テ
一
広
ク
汝
有
下
関
ク
一
一
般
若
ノ
称
ス
ル
ヲ
一
レ
名
ヲ
善
上

還
テ
二
於
人
間
一
一
一
応
レ
持
ス
ニ
般
若
ヲ
一



然
ェ
人
業
謹
一
ア

遂
一
一
生
へ
シ
ニ
切
利
天
一
一
一

不
レ
応
レ
生
ス
一
一
憂
念
ヲ

夢
覚
一
ァ
而
写
ス
ニ
般
若
ヲ

将
ニ
一
ニ
百
絵
巻
見
一
一
在
日
失
。

円
資
料
一
函
『
今
昔
物
語
集
』
巻
七

3
話

其
ノ
後
神
母
、
身
ニ
病
ヲ
受
テ
死
ヌ
。

其
ノ
嬬
女
有
テ
母
ヲ
恋
ヒ
悲
ム
程
ニ
、

夢
ニ
神
母
告
テ
一
五
ク
我
レ
死
シ
テ

開
魔
王
ノ
御
前
ニ
至
レ
リ
。
我
カ
身
一
一
悪
業
ノ
ミ
有
テ

全
ク
少
分
ノ
善
根
無
シ
。
而
ル
ニ
王

札
ヲ
検
テ
咲
テ
宣
ハ
ク
、
、
汝
ヂ
般
若
ノ
名
ヲ
関
キ
奉
レ
ル
善
有
リ
。

速
ニ
人
間
ニ
還
テ
般
若
ヲ
受
持
シ
可
奉
シ
ト
。

然
リ
ト
一
五
へ
ト
モ
我
レ
人
業
既
ニ
議
テ
、

活
ル
事
ヲ
不
得
ス
シ
テ
切
利
天
ニ
生
セ
ム
ト
ス
。

汝
チ
強
一
一
歎
キ
悲
シ
ム
事
無
カ
レ
、

ト
云
ブ
ト
見
テ
夢
覚
ヌ
。

其
ノ
後
母
ノ
為
ニ
心
ヲ
発
シ
テ
般
若
ヲ
写
シ
奉
ル
事
、
一
二
百
絵
巻
品
。

｛
資
料
一
一
長
『
三
国
伝
記
』
巻
一
一
一

1
4
話
（
寛
永
十
臨
年
版
本
）

其
ノ
後
チ
彼
ノ
神
母
病
ィ
シ
テ
死
ス
。
頭
4
似
以
喧
利
パ
矧
け
避
制

割
引
バ
パ
側
斜
関
川
到
片
付
嵐
列
川
斗

後
ノ
嫡
l
女
一
一
夢
一
一
告
テ
日
ク
我
レ
死
一
ア

歪
ル
二
炎
魔
法
王
ノ
所
一
唯
存
テ
ニ
悪
業
ノ
ミ
一

荘
一
丁
厳
シ
身
ヲ
…
全
ク
無
シ
一
一
少
［
分
ノ
善
i
様
炎
｜
王

検

札

ヲ

微
i
咲
シ
テ
一
五
夕
、
汝
有
一
ア
一
一
一
際
コ
ト
一
一
般
若
ノ
名
ヲ
一
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吋一一一国伝記』

一
伝
本
と
吋
三
宝
感
応
要
略
録
』

先
ッ
還
一
一
人
i
間
一
志
シ
ニ
般
若
ヲ
持
ス

人
l
業
議
テ
ハ
生
へ
シ
一
一
切
i
利
1

天一一一

N
到

剣
川
明
川
守
付
制
対
け
賊
ヰ
判
別
判
対
般

汝
不
レ
可
l
レ生
J

一憂
i
念
ヲ
ト
一
五
々
。

夢
覚
メ
テ
書
写
ノ

大
般
若
一
一
一
i
百
鈴
巻
現
一
一
在
リ
。

司
一
一
一
宝
感
芯
要
略
録
』
の
出
典
本
文
は
説
話
的
魅
力
と
本
文
読
解
の
難
し
さ

を
併
せ
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
円
今
昔
物
語
集
』
（
太
字
箇
所
）
・
ウ
ニ
国
伝

記
h

（
波
線
箇
所
）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
随
所
に
敷
締
脚
色
を
施
す
契
機
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
吋
三
宝
感
応
要
略
録
』
原
文
は
、
人
業
の
尽
き
て
し
ま
っ
た

神
母
が
切
利
天
に
い
転
生
し
、
神
母
か
ら
夢
告
を
受
け
た
嬬
女
が
発
心
し
て
大
般

若
経
三
百
余
巻
を
書
写
す
る
と
い
う
趣
意
で
あ
り
、
｛
資
料
ニ
｝
の
『
今
昔
物

語
集
』
本
文
の
理
解
も
概
ね
こ
れ
に
沿
っ
て
い
る
。

国
会
図
書
館
本
に
欠
く
巻
三
は
寛
永
十
四
年
版
本
し
か
比
較
で
き
な
い
が
、

ウ
ニ
宝
感
応
要
路
録
』
尊
経
関
本
と
の
対
照
結
果
を
ふ
ま
え
た
先
考
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
可
一
一
一
国
伝
記
』
本
文
の
「
捻
i
検
」
・
「
徴
嘆
i
微

咲
」
は
、
慶
安
版
本
本
文
よ
り
も
良
質
で
あ
る
。
た
だ
し
慶
安
版
本
に
存
す
る

「
然
三
の
文
字
を
『
一
一
一
国
伝
記
』
で
は
欠
い
て
お
り
、
「
人
業
尽
テ
ハ
切
利

天
ニ
生
ヘ
シ
」
を
開
魔
大
王
の
発
一
語
と
解
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、
神
母
、
が
人
間

と
し
て
再
生
後
に
大
般
若
経
三
百
余
巻
を
書
写
し
、
嫡
女
へ
の
夢
告
に
よ
り
三

百
余
巻
を
託
し
た
と
読
み
誤
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

以
上
の
整
理
を
ふ
ま
え
て
『
三
国
伝
記
』
巻
三

1
4
話
に
取
材
す
る
【
資
料

四
｝
『
仏
法
寄
妙
集
』
第
二

2
3
「
神
母
が
牛
に
ひ
か
れ
て
仏
寺
に
い
た
る
事
」

お
よ
び
、
｛
資
料
五
〕
円
一
二
一
国
伝
記
〈
平
依
名
本
〉
』
巻
五

4
話
「
牛
に
ひ
か

れ
て
、
た
う
に
ま
い
り
し
事
」
の
本
文
を
次
に
掲
出
す
る
。

ス
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｛
資
料
自
｝
寛
文
七
年
版
円
仏
法
寄
妙
集
』

そ
の
〉
ち
か
の
神
母
や
ま
ひ
し
て
死
す
。
さ
ら
に
仏
経
に
値
遇

制
割
引
説
材
料
制
対
バ
糾
叫
議
ぶ
料
叫
割
引

M
M樹
割
問
る
に

か
の
嫡
女
に
夢
に
つ
げ
て
い
は
く

我
死
て
ゑ
ん
ま
法
王
の
み
も
と
に
い
た
る
。
た
〉
あ
く
ご
う
の
み

あ
っ
て
身
を
荘
厳
し
。
ま
っ
た
く
少
分
の
諮
問
根
な
し
。
ゑ
ん
わ
う

札
を
か
ん
が
へ
て
微
咲
し
て
い
は
く
な
ん
ぢ
般
若
の

名
を
き
く
こ
と
あ
り
。
ま
づ
人
間
に
か
へ
り
は
ん
に
や
を
持
す
へ
し
。

入
業
っ
き
て
は
切
利
天
に
生
ず
へ
し
と
て
例
制
割
引
q
i

ぷ
寸
対
け
討
対
間
以
制
別
対
対
版
科
叫
例
制
嵩
割
引
qー

な
ん
ぢ
憂
念
を
生
ず
へ
か
ら
ず
と
一
広
々
。
’

ゆ
め
さ
め
て
書
写
の

大
般
若
一
一
一
百
余
巻
現
あ
り
。

｛
資
料
五
｝
平
仮
名
本
『
一
一
一
国
伝
記
』
巻
五
4
話

そ
の
〉
ち
、
神
母
、
つ
ゐ
に
お
は
り
ぬ
。
ベ
以
新
日
引
似
叫
封
じ
い
引
U

額
以
討
料
出
1
出
口
引
1
寸
刻
倒
減
州
制
以
川
出

1

例
制
割
引
制
ォ
出
州
制
桝
割
以
刻
間
割
以
吋
i

あ
る
夜
、
夢
に
つ
け
て
云
、

我
す
て
に
死
し
て
後
、
え
ん
ま
の
ち
ゃ
う
に
歪
り
し
か
は
、

え
ん
わ
う
、

ふ
た
を
ひ
ら
き
か
ん
か
へ
て
、
の
給
は
く
、
な
ん
ち
、
は
ん
に
や
の

名
を
き
く
事
有
。
よ
っ
て
、
人
間
に
か
へ
り
、
は
ん
に
や
を
ち
す
へ
し
。

に
ん
こ
う
っ
き
は
、
た
う
り
天
に
生
す
へ
し
と
て
、
例
制
U
か
へ
さ
れ
、

そ
せ
い
し
て
ー
リ
討
対
闘
叫
割
引
引

m－
元
同
M
同
例
制
U
足
以
判
明

引
制
掛
q
i
な
ん
ち
、
う
れ
ふ
る
事
な
か
れ
。
こ
れ
則
、
し
よ
し
ゃ
の

経
な
り
と
て
、
あ
た
へ
給
と
み
て
、
夢
さ
め
た
り
。
き
い
の
お
も
ひ
を

な
す
所
に
、
大
般
若
六
百
よ
く
わ
ん
、
う
つ
〉
に
あ
り
。

｛
資
料
一
ニ
〕
と
｛
資
料
問
｝
の
対
照
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
仏
法
寄
妙

の
本
文
は
『
三
国
伝
記
』
寛
永
版
本
の
割
み
下
し
結
果
と
の
同
文
性
が
き

わ
め
て
高
い
。
た
だ
し
円
三
国
伝
記
』
本
文
は
原
則
的
に
漢
文
語
順
を
濃
厚
に

と
ど
め
て
お
り
、
和
文
語
順
か
つ
大
書
仮
名
書
き
の
笛
所
は
、
’
先
に
波
線
を
付

し
た
編
者
玄
棟
の
敷
街
脚
色
が
行
わ
れ
た
箇
所
に
集
中
す
る
。

そ
も
そ
も
管
見
に
入
っ
た
『
一
一
一
国
伝
記
』
の
各
受
容
作
品
か
ら
は
、
原
典
の

漢
文
語
順
を
排
除
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
叫
仏
法
寄
妙
集
』

や
叫
三
国
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉
』
で
は
平
仮
名
文
を
採
用
す
る
こ
と
で
全
く
の

読
み
下
し
文
と
な
っ
て
お
り
、
近
世
初
頭
の
ウ
ニ
国
伝
記
』
享
受
に
お
け
る
平

仮
名
文
へ
の
指
向
を
看
取
し
う
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
｛
資
料
五
｝
の
『
一
一
一
国
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉
』
の
本
文
は
、
ウ
一
一
回
一
伝

記
h

寛
永
版
本
と
お
ぼ
し
き
伝
本
の
訓
み
下
し
文
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に

太
字
で
示
し
た
敷
桁
脚
色
を
随
所
に
加
え
る
。
と
り
わ
け
夢
告
の
場
面
に
は
神

母
が
書
写
し
た
大
般
若
経
の
嫡
女
へ
の
授
与
を
加
筆
し
、
書
写

L
た
巻
数
も
大

般
若
経
の
全
六
苔
券
と
す
る
よ
う
に
変
更
が
顕
著
で
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
近
世
の
『
三
国
伝
記
』
享
受
資
料
で
あ
る
『
仏
法
寄

妙
集
』
や
『
三
国
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉

b

は
、
寛
永
版
本
な
い
し
後
尉
本
の
本

文
・
訓
点
の
割
み
下
し
を
基
盤
と
し
た
蓋
然
性
、
が
高
く
、
作
品
流
布
に
お
け
る

訓
点
の
重
要
性
が
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四

町
三
国
伝
記
』

の
霞
本
訓
点
と
版
本
訴
点

前
節
で
確
認
さ
れ
た

接
な
関
係
に
つ
い
て
は
、

一
国
伝
記
』
の
近
世
に
お
け
る
享
受
と
訓
点
と
の
密

叫
三
宝
感
応
要
路
録
』
慶
安
版
本
の
訓
点
と
、



を
出
典
と
す
る
『
一
一
一
国
伝
記
』
説
話
の
観
点
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
同
軌
の

傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。

た
だ
し
先
述
の
よ
う
に
、
円
三
国
伝
記
』
の
国
会
図
書
館
蔵
写
本
と
寛
永
十

四
年
版
本
と
の
間
に
は
移
し
い
異
問
が
み
ら
れ
る
か
ら
、
伝
本
異
同
と
訓
点
の

関
係
を
押
さ
え
て
お
く
手
続
き
が
必
要
と
い
え
よ
う
。

次
に
｛
資
料
ム
ハ
｝
『
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』
上
2
9
話
「
造
毘
虚
遮
那
物
像
払

障
難
感
応
」
を
出
典
と
す
る
吋
三
国
伝
記
』
巻
十
二

1
話
「
斡
索
迦
国
毘
慮
遮

那
像
事
」
を
取
り
上
げ
る
が
、
ま
ず
｛
資
料
七
】
明
今
昔
物
語
集
』
巻
六
2
7

「
震
豆
井
洲
常
態
渡
天
性
一
札
慮
舎
那
語
」
を
二
者
対
照
す
る
。

｛
資
料
六
｝
『
一
ニ
宝
感
応
要
略
録
』
上
2
9
話
（
慶
安
版
本
）

昔
シ
此
国
一
一
神
鬼
喬
乱
シ
テ

人
民
荒
療
ス
。
有
J
一
一
日
ノ
尼
乾
子
…
。
善
ク
ス
ニ
占
察
ヲ
一
。

国
王
占
シ
ム
ニ
国
ノ
荒
蕪
j
o

尼
乾
以
テ
レ
霧
ヲ
印
シ
テ
レ
地
一
一
云
ク

荒
神
乱
l
一
一
起
ス
障
難
j
o
須
ク
l
へ
シ
レ
帰
ス
一
一
大
神
戸
一
一
。

方
一
一
得
タ
マ
ハ
ン
ニ
安
穏
j
o
王
聡
明
一
一
シ
テ

違
ス
一
一
帰
宗
ニ
一
。
神
ノ
中
ノ
之
大
ナ
ル
ハ
不
ス
ト
一
五
テ
レ
如
一
一
仏
陀
ニ

即
チ
造
テ
ニ
此
ノ
毘
慮
遮
那
ノ
像
ヲ
…

安
1

ニ
鷺
シ
テ
左
右
ノ
精
舎
一
一
一
。

左
目
一
一
彫
i
ニ
鍍
シ
黄
金
j
、

お
－
一
用
フ
一
一
白
銀
ヲ
一
。
副
封
劇
斗
」
汁
刻
。

日
々
一
一
礼
拝
供
養
ス
。

円
資
料
七
｝
『
今
昔
物
語
集
』
巻
六
2
7

昔
シ
其
ノ
国
ニ
鬼
神
有
一
ア
人
民
ヲ
悩
乱
ス
。
比
レ
ニ
依
テ
態
荒
レ
廃
ル
。
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『一一一国伝記』

一
伝
本
と
吋
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』

其
ノ
時
一
ご
人
ノ
尼
乾
子
有
ヲ
。
強
口
ク
諸
ノ
事
ヲ
占
い
い
察
ス
。

国
王
此
ノ
尼
乾
子
ニ
国
ノ
荒
廃
セ
ル
事
ヲ
関
ヒ
給
ア
。

尼
乾
予
知
チ
簿
ヲ
以
テ
地
ヲ
印
シ
テ
云
ク

比
レ
荒
神
有
テ
障
難
ヲ
乱
レ
発
ス
。
須
ク
大
神
ニ
帰
セ
ハ
返
テ

安
穏
ナ
ル
ヲ
得
一
ア
ム
ト
。
王
北
ノ
事
ヲ
関
キ
給
ブ
一
一
心
聡
暁
ニ
シ
テ

思
給
ハ
ク
大
神
ニ
帰
セ
ム
ヨ
リ
ハ
仏
陀
ノ
加
護
ノ
議
マ
ム
ニ
ハ

不
如
シ
ト
恩
給
テ
郎
チ
北
ノ
毘
麗
遮
那
ノ
像
ヲ

左
右
ノ
精
舎
ニ
安
置
シ
給
ヘ
リ
。

左
一
一
ハ
黄
金
ヲ
以
テ
彫
鍍
セ
リ
。

右
ニ
ハ
白
銀
ヲ
以
テ
造
立
セ
リ
。
割
引
制
コ
叶
対
剖
。

日
々
ニ
供
養
シ
テ
札
拝
恭
敬
ス
。

ま
ず
円
三
宝
感
応
要
略
録
』
の
諸
本
異
同
に
つ
い
て
は
、
慶
安
抜
本
の
傍
線

「
戚
ク
」
は
金
剛
寺
本
で
は
「
滅
」
・
尊
経
関
本
で
は
「
減
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作

り
、
中
国
口
語
表
現
の
見
地
か
ら
は
「

i
減
」
は
「

i
未
満
」
の
語
義
で
あ
っ

て
尊
経
関
本
の
形
が
正
し
い
。
慶
安
版
本
「
威
ク
」
・
今
昔
本
文
「
各
」
の
本

文
理
解
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
論
じ
た
が
、
ウ
ニ
国
伝
記
』
は
国
会
国

書
館
蔵
写
本
・
寛
永
十
四
年
抜
本
と
も
に
「
減
」
に
作
っ
て
い
る
〈
注
一
〉

次
に
『
一
一
一
国
伝
記
』
の
伝
本
に
つ
い
て
、
｛
資
料
八
｝
国
会
図
書
館
蔵
写
本
、

｛
資
料
九
｝
寛
永
十
四
年
版
本
と
し
て
二
者
を
対
照
す
る
。
（
0
）
1
（1
0
）

は
ウ
ニ
宝
感
応
要
略
録
』
慶
安
版
本
・
叫
三
霞
伝
記
』
関
本
・
版
本
の
三
者
を

対
照
し
、
ヲ
ニ
国
伝
記
』
に
お
け
る
出
典
と
の
本
文
異
開
を
示
し
た
、
も
の
で
あ

る
。
版
本
独
自
の
異
同
〈
0
）

は

、

い

ず

れ

も

「

矯

」

（

お

ご
る
）
意
に
通
じ
る
こ
と
が
関
わ
る
。

｛
資
料
八
｝

『
一
一
一
国
伝
記
』
巻
十
一

ー
話
（
国
会
図
書
館
蔵
写
本
）
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人
文
科
学
研
究

第
四
ニ
号

昔
此
国
神
鬼
喬
乱
シ

人
民
荒
廃
ル
。
時

2

一
ノ
尼
乾
子
ノ
善
ク
ス
ル
一
一
占
察
ヲ
一
。

国
王
召
テ
（
2
）
令
（
3
〉
占
ナ
ハ
一
一
国
ノ
荒
蕪
j
。

尼
乾
以
一
ア
二
審
一
印
レ
地
ヲ
一
五

荒
神
乱
起
シ
テ
（
4
〉
障
難
ァ
リ
｛
5
）
。
須
ク
i
へ
シ
下
版
シ
テ
ニ
大
神
一
一
一

得出
T

安
穏
コ
ト
ヲ
七
百
々
（
6
〉
。
王
聡
明
博
（
7
〉
達
ニ
シ
テ

為
士
一
一
飯
宗
セ
ン
ト
一
。
神
中
之
大
ナ
ル
コ
ト
不
レ
知
一
一
仏
陀
一
一
一
日
（
8
）、

即
チ
造
テ
ニ
比
毘
慮
遮
那
ノ
像
ヲ
一

安
1

一
一
置
ス
左
右
ノ
精
舎
一
一
一
。

左
ニ
ハ
影
i
一
一
鍍
シ
黄
金
j
、

右
一
一
ハ
刻
〈
9
〉
一
一
周
白
銀
ヲ
一
。
割
減
コ
刊
対
汁
川
川
。

日
々
礼
拝
シ
夜
々
〈
1
0
）
供
養
セ
リ
o

｛
資
料
九
〕
『
三
国
伝
記
』
巻
十
一
一

1
話
（
寛
永
十
四
年
版
本
）

昔
比
ノ
国
一
一
神
鬼
橋
〈
O
）
乱
シ

人
畏
荒
廃
ル
。
時
三
有
p
一
ノ
尼
乾
子
ノ
普
ク
ス
ル
占
察
ヲ
。

国
王
召
テ
｛
2
）
令
（
3
〉
出
ナ
ハ
罰
ノ
荒
蕪
ヲ
o

尼
乾
以
テ
籍
印
地
ヲ
一
一
品
ク

荒
神
乱
起
シ
テ
（
4
〉
障
難
ア
ジ
（
5
〉O

須
ク
｜
へ
シ
飯
事
大
神
一
一

得
安
穏
コ
ト
ヲ
云
々
（
6
〉O

王
聡
明
博
（
7
〉達一一シテ

為
ル
ニ
帰
一
宗
セ
ン
ト
。
神
中
ノ
之
大
ナ
ル
コ
ト
不
知
仏
陀
ニ
ト
日
テ
（
8
）、

部
造
テ
此
ノ
毘
麗
遮
那
像
ヲ

安
置
ス
左
右
ノ
精
舎
一
一
。

左
ニ
ハ
彫
鐘
シ
黄
金
ヲ
、

右
ニ
ハ
掲
（
9
〉
用
ス
白
銀
ヲ
。
割
減
コ
刊
対
討
。

日
々
ニ
礼
拝
シ
夜
々
一
二
1
0
）
供
養
ス
。

本
文
異
向
（
1
〉

i
（
1
0
）
は
以
下
の
二
種
に
大
別
し
う
る
。

①
、
文
書
付
加
に
よ
る
異
同
H
1
・
2
・
6
・
7
・
9
・
1
0

②
、
説
、
法
に
か
か
わ
る
異
間
H
3
・
4
・
5
・
8

周
知
の
よ
う
に
吋
三
国
伝
記
』
本
文
に
は
出
典
文
献
に
由
来
す
る
本
文
に
加

え
、
編
者
玄
棟
に
よ
り
随
所
に
文
飾
表
現
が
挿
入
さ
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

が
、
右
の
①
か
ら
も
（
9
）
の
原
典
の
舌
足
ら
ず
な
語
調
の
整
斉
や
、
（
1
0
）

の
対
句
表
現
の
構
築
な
ど
を
例
示
で
き
る
。

右
の
表
現
の
細
部
に
わ
た
る
玄
棟
の
目
配
り
を
後
押
し
し
た
の
は
、
原
典
の

綿
密
な
読
み
込
み
の
賜
物
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
私
見
で
は
②
の
訓
読
方
法
に

関
わ
る
異
向
が
こ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
（
3
）
の

「
令
」
・
（
8
）
の
「
ト
臼
テ
」
は
、
慶
安
版
本
の
対
応
箇
所
に
お
け
る
訓
点

「
シ
ム
」
・
「
ト
云
テ
」
の
本
文
化
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
（
4
）

（
6
）
は
玄
棟
が
慶
安
版
本
の
「
荒
神
乱
i
二
起
ス
障
難
ヲ
一
。
」
と
は
異
な
る
訓

法
に
基
づ
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
須
ク
l
へ
シ
レ
帰
ス
一
一
大
神
戸
一
一
。
方
ニ
得
タ
マ
ハ
ン
一
一
安
穏
ヲ
一
」
〈
慶
安
版
本
）
・

「
須
ク
！
へ
シ
下
版
シ
テ
一
一
大
神
戸
一
一
得
中
安
穏
コ
ト
ヲ
と
〈
国
本
）
は
複
文
・
単
文
の
相

違
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
箇
所
を
除
外
す
れ
ば
『
三
国
伝
記
』
二
伝
本
の
訓
点

は
と
も
に
慶
安
版
本
に
か
な
り
近
く
、
部
分
的
に
訓
法
が
異
な
る
笛
所
を
含
み

つ
つ
も
、
原
則
的
に
は
類
似
の
訓
法
に
思
す
る
と
い
え
る
。

本
話
は
円
仏
法
寄
妙
集
』
に
採
ら
れ
ず
『
一
ニ
国
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉
』
で
は

巻
十
五
1
話
「
韓
索
迦
国
、
ひ
る
し
ゃ
な
の
さ
う
の
事
」
と
し
て
採
ら
れ
る
。

『
三
国
法
記
〈
平
仮
名
本
〉
』
所
収
話
は
先
掲
の
護
議
論
文
が
論
及
す
る
よ
う

に
ヘ
概
ね
文
体
改
変
の
域
を
出
な
い
が
、
本
話
も
含
め
別
資
料
な
ど
を
介
し
た

増
補
改
変
を
行
う
話
も
六
一
話
あ
る
。
本
文
を
｛
資
料
十
｝
に
掲
出
す
る
。



｛
資
料
十
〕
『
三
国
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉
』
巻
十
五
1
話

む
か
し
、
対
以
叫

U
1討
割
引
州
国
同
、
き
し
ん
き
ょ
う
ら
ん
し
て
、

人
民
を
な
や
ま
せ
り
。
こ
〉
に
、
尼
け
ん
し
と
い
ふ
云
う
ら
な
い
あ
り
。

大
玉
、
こ
の
尼
け
ん
し
を
め
し
て
、
国
の
あ
れ
す
さ
ふ
事
を

う
ら
な
は
し
め
給
。
に
け
ん
し
、
ち
う
を
も
て
、
ち
を
い
ん
し
て
云
、

か
う
神
み
た
れ
お
こ
れ
る
。
大
神
に
き
し
て
、
あ
ん
お
ん
を

い
の
る
へ
し
と
申
。
大
玉
、
そ
う
め
い
は
く
た
つ
に
し
て
、

き
し
う
せ
ん
神
、
仏
た
に
し
か
し
と
て
、

ひ
る
し
ゃ
な
仏
の
さ
う
を
つ
く
り
て
、

制
引

u
q引
似
嗣
湯
川
川
左
右
の
し
ゃ
う
し
ゃ
に
、
あ
ん
ち
し
給
。

し
ゃ
う
し
ゃ
の
た
か
さ
二
十
丈
、
左
は
わ
う
こ
ん
を
ち
り
は
め
、

右
は
白
銀
を
き
さ
め
り
。

日
夜
、
ら
い
は
い
く
き
ゃ
う
し
た
ま
ひ
し
か
は
、

ウ
ニ
宝
感
応
要
路
録
』
上
2
9
話
は
｛
資
料
六
〕
引
用
簡
所
の
前
段
に
騨
索

迦
国
の
箆
麗
舎
像
の
位
置
描
写
を
、
後
段
に
仏
像
安
置
後
の
感
応
を
有
し
、
吋
今

昔
物
語
集
』
『
三
国
伝
記
』
に
も
踏
襲
さ
れ
る
が
、
吋
三
国
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉
』

は
前
段
を
削
除
の
上
｛
資
料
十
｝
波
線
笛
所
に
移
植
す
る
。

太
字
の
独
自
描
写
の
大
半
は
、
，
や
は
り
叫
一
一
一
国
伝
記
』
本
文
の
訓
点
を
も
と

と
し
た
訓
読
結
果
に
基
づ
い
て
表
現
を
和
ら
げ
た
笛
所
で
、
手
法
的
に
は
先
掲

｛
資
料
五
｝
に
引
い
た
巻
五
2
話
の
表
現
改
変
と
同
様
で
あ
る
。

『
三
国
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉
』
に
お
け
る
改
変
傾
向
に
つ
い
て
は
各
話
ご
と

の
検
討
が
必
要
で
、
稿
者
も
円
三
国
伝
記
』
お
よ
び
各
受
容
資
料
の
援
用
に
よ

る
別
穣
を
予
定
し
て
い
る
が
、
明
三
国
伝
記
』
二
伝
本
お
よ
び
受
容
資
料
に
観

察
さ
れ
る
顕
著
な
本
文
異
間
は
、
総
体
的
な
作
品
規
模
と
一
一
一
一
口
語
量
か
ら
す
れ
ば

一
部
笛
所
に
限
定
的
・
散
発
的
に
集
中
す
る
と
い
え
よ
う
。
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一
間
一
伝
記
』

一
伝
本
と
つ
一
宝
感
応
要
略
録
』

国
会
図
書
館
蔵
写
本
と
寛
永
十
四
年
版
本
と
の
訓
点
比
較
か
ら
は
、
方
の

欠
落
は
あ
っ
て
も
訴
の
異
同
は
少
な
く
、
両
伝
本
の
訓
点
の
大
半
は
相
補
し
て

割
み
下
し
う
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
一
一
一
国
伝
記
』
吋
三
宝
感
応
要
略
録
』

両
者
の
訓
法
も
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
如
何
関
性
は
高
い
。

五、

『
一
二
一
回
伝
記
』
一
一
伝
本
に
お
け
る
訓
点
の
数
量
比
較

ウ
ニ
宝
感
応
要
略
録
』
は
説
話
集
と
し
て
の
完
成
度
や
典
拠
利
用
の
簡
便
さ

か
ら
日
本
で
広
範
な
受
容
を
獲
得
し
た
が
、
掛
稿
（
N
O
H
O
）
で
は
作
品
読
解
と
訓

点
の
関
連
性
か
ら
受
容
史
を
概
説
し
た
。
論
旨
を
摘
要
す
れ
ば
慶
安
版
本
は
浄

土
宗
で
管
理
さ
れ
た
伝
本
の
末
流
で
あ
り
、
そ
の
祖
点
と
目
さ
れ
る
訓
法
は
院

政
期
末
期
に
は
成
立
し
、
天
台
・
真
一
一
一
一
口
・
浄
土
各
宗
で
個
別
の
展
開
を
遂
げ
、

中
世
以
降
の
受
容
資
料
に
広
く
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

如
上
の
叫
三
宝
感
応
要
略
録
』
慶
安
版
本
朝
点
の
定
位
は
、
ヴ
ニ
一
倍
伝
記
』

の
本
文
研
究
に
対
し
て
も
有
効
な
援
用
資
料
と
な
る
が
、
稿
者
が
出
典
認
定
し

た
8
7
話
か
ら
縞
者
玄
棟
の
潤
色
表
現
を
除
い
た
本
文
箆
所
を
対
象
に
、
吋
三

国
伝
記
』
二
伝
本
の
訓
点
の
一
致
度
を
確
認
し
て
お
く
〈
注
二
〉
。

｛
表
二
〕
に
は
国
会
国
書
館
蔵
写
本
の
現
存
八
冊
に
つ
い
て
、
明
一
一
一
宝
感
応

要
略
録
』
出
典
話
の
二
伝
本
の
有
訓
の
本
文
文
字
数
（
被
注
字
）
を
示
し
た
。

国
本
の
み
有
訓
の
被
注
字
は
A
（
写
本
〉
、
版
本
の
み
有
制
の
被
注
字
は
B
（版

本
）
、
国
本
・
版
本
が
同
一
一
訓
の
被
注
字
は
C

（
共
通
）
、
国
本
・
版
本
が
異

訓
の
被
注
字
は
D

（
異
同
）
と
し
た
。

｛
表
二
〕
『
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』
出
典
話
に
お
け
る
有
制
被
注
宇
の
異
同
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総 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻

十

計 一 九 八 七 ／ム＼ー 一一

一、 A 

一 一 一 一 一
一 題 八 九 九 五 ／司ム＼- 五 一一 国一
九 四 。。一 四ノム＼論 九 一一 相ノム＼ー 本一
一 B 叩叩叩命、

一一 四 一一 一 一 一 一一 一一一 一 一 一 一 一
一 一一 七 七 七 一 一 ／ム＼ー J¥. 版一 一
J¥. 。四 1, m・ 一 一 一 世Fム＼ゅ 七 本一 一
回、 c 
一一 }¥ )¥ 四 五 四 七 一一 一
七 一一 一 ー1ム＼田． 七 九 七 八 共一 一
五 七 ノーム＼ー 四 玉 七 一一 。通一 一

D 

一一
一 ／ωム＼ー 玉 四 四 四 一 一 異一 一
西 八 一 五 五 t-、 一 五 一一 同一

｛
表
一
一
｝
の
観
察
結
果
か
ら
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

①
、
国
本
・
絞
本
と
も
に
向
訓
を
有
す
る
被
注
字
が
最
も
優
勢
で
あ
る
。

②
、
一
本
の
み
有
訓
の
被
注
学
は
、
版
本
が
富
本
を
大
き
く
上
回
る
。

③
、
両
本
が
別
個
の
割
み
を
有
す
る
被
注
宇
は
相
対
的
に
少
数
で
あ
る
。

A
・
ぉ
・

D
は
国
本
・
版
本
の
本
文
異
同
か
ら
の
影
響
例
を
も
含
む
た
め
C

の比重は実数値以上に大きい。如上の訓点の一致度の高さは、漢文

文献の流布過程における訓点の継承傾向を示唆する。次の｛表一ニ〕

には一段目に関本の有訓被注宇の総和Eを漢数字で示し、一一段言以

下にEに対するA－C－Dの百分率をアラビア数字で示した。

｛表一一一〕閤本の有訓被注字の

総 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻

計 一 十 九 )¥ 七 叩／＇：：：；， 一一 一
五、 一、 一、

)¥ 一 。五 八 ノーム、目角 九 一一 E 一 一
一 四 四 九 。九 四 五 一一
八 九 七 }¥ 。七 七 一 九

1 2 1 1 2 2 1 1 1 A 

9, l, 7, 5, 3, 2, 7, 5, 5, ．． 

2 2 2 1 9 4 8 。 7 E 

7 7 7 7 7 7 7 7 7 c 
5, 2, 7, 7, 1 ' 1, 7, 7 ' 8, 

－ ． 

2 8 9 4 8 。 8 8 6 E 

D 

5, 5, 4, 7, 4, 6, 4, 7, 5, ．． 

6 9 9 5 4 6 3 1 7 E 



国本の傾向として版本と訓みが共通する被注宇は70%超と優勢

で、国本のみ有訓の被注字は20%前後、国本・版本が異訓の被注

字は10%未満と低い。同様に｛表阻｝として版本の有訓被注字の

総和FおよびB－C・Dの十日分率をアラビア数字で示す。

｛表四｝版本の存誹被在学の

総 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻

十

計 一 十 九 J¥. 七 -A 一 一一 一
七、 一、 一、 一、。一一 一 七 }¥. 七 。ーJム＼ー 一 F 一 一
一 一一 四 }¥. 八 五 九 ／同・＼”． )¥ 一
七 五 一 四 一 一 。四 。

一
3 1 3' 3 3 2 2 ら 3 B 

3 ' 7, 0, 5, 0, 8, 8, 5, 1 ' 
．． 

1 7 1 2 9 。 6 1 1 F 

6 6 6 5 6 6 6 4 6 c 
2, 2, 5, 9, 5, 5, 7, 1 ' 4, ．． 

3 7 8 1 2 8 6 1 3 F 

D 

4, 5, 4, 5, 4, 6, 3, 3, 4, ．． 

6 1 1 7 。 1 8 8 6 F 
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『
一
一
一
国
伝
記
』
二
伝
本
と
「
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』

｛
表
四
｝
の
結
果
を
み
る
と
、

C
の
国
本
と
訓
み
が
共
連
す
る
被
注
字
が
各
巻

と
も
に
優
性
で
あ
る
が

7
0
%を
超
過
す
る
も
の
は
な
い
。

B
の
版
本
の
み
宥

訓
の
被
注
字
は
巻
に
よ
っ
て

1
0
%代
1
6
0
%代
と
開
き
が
あ
り
、
国
本
の

割
み
が
版
本
と
異
な
る
被
注
字
は
各
巻
と
も
1
0
%未
満
と
抵
い
。
た
だ
し
国

本
各
巻
で
A
・

c
－

D
の
偏
差
が
小
さ
か
っ
た
傾
向
と
は
異
な
っ
て
、
版
本
で

は
B
の
各
巻
数
値
は
八
巻
平
均
か
ら
大
き
く
ず
れ
て
お
り
、

C
の
比
率
を
押
し

下
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

国
本
・
版
本
が
揃
っ
て
い
る
八
巻
で
は
、

B
の
数
値
が

C
の
数
値
を
大
幅
に

下
回
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
例
外
の
巻
二
（
計
五
話
〉
は
B
の
百
分
率
が
5

0
%を
越
え
て
逆
転
傾
向
を
示
す
。

巻
ニ
第
1

（
A
H
七
・

B
H
七
一
・

C
1
三
二
・

D
2
一
己
・
第
4

（
A
H

一
部
・

5
H
一
六

0
・
C
H
ニ
二
九
・

D
H
O〉
の
ニ
話
は
（
B
V
C
）
で
、
第

2

（
A
H
一
四
・

B
刊
行
四
四
・

C
刊
行
田
七
・

D
H
O）
は
8
・
C
、
が
ほ
ぼ
措
抗

す
る
。
巻
二
の
上
記
三
話
に
限
っ
て
版
本
独
自
の
割
、
が
多
い
理
由
に
は
、
こ
の

箆
所
へ
の
集
中
的
な
訓
の
補
充
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

ウ
ニ
宝
感
応
要
略
録
』
諸
伝
本
中
、
慶
安
版
本
は
唯
一
ほ
ぼ
全
文
に
説
点
が

施
さ
れ
て
い
る
が
、
系
統
的
に
は
末
流
伝
本
に
位
置
す
る
た
め
本
文
の
遜
色
が

甚
だ
し
く
、
制
点
に
も
本
文
誤
脱
や
本
来
の
制
点
遺
失
額
所
へ
の
後
補
に
よ
る

影
響
が
間
々
み
ら
れ
、
訓
法
の
相
対
化
に
は
課
題
も
な
お
多
い
。

問
書
の
最
重
要
の
受
容
作
品
の
一
つ
で
あ
る
ウ
ニ
国
伝
記
』
と
の
対
照
作
業

は
、
『
一
一
一
一
回
伝
記
』
の
伝
本
関
係
解
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ヲ
ニ
宝
感
応
要
略
録
』

自
体
の
伝
本
研
究
に
も
禅
益
す
る
点
が
大
き
い
と
目
さ
れ
る
。

な
お
ウ
ニ
国
依
記
』
抜
本
の
一
部
説
話
に
は
、
念
仏
勧
化
僧
の
手
に
よ
る
と

み
ら
れ
る
浄
土
教
的
改
変
が
顕
著
な
本
文
笛
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
箇
所
で
も
制
点
に
詳
細
な
改
変
を
施
し
た
痕
跡
は
見
出
し
が
た
い
。
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ーム論

/'¥ 

お
わ
り
に

本
稿
は
博
士
学
位
申
一
韓
両
論
文
明
大
陸
仏
教
文
学
の
受
容
と
割
読
の
研
究
』
の

う
ち
、
拙
稿
（
N
C
M
O
）
に
相
当
す
る
第
一
部
第
一
章
・
第
二
部
（
第
閤

1
七
輩
）
、

補
説
に
相
当
す
る
第
一
部
第
一
了
第
三
章
に
お
い
て
、
割
愛
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
考
察
の
追
補
で
あ
り
、
か
つ
構
想
中
の
『
三
国
伝
記
』
の
作
品
受
容
研
究
の

準
備
作
業
で
も
あ
る
。

田
稿
で
は
司
一
一
一
国
伝
記
』
二
伝
本
の
本
文
お
よ
び
訓
点
に
つ
い
て
、
国
会
図

書
館
蔵
写
本
は
本
文
や
語
序
の
一
致
度
が
高
く
作
品
成
立
時
の
本
文
を
比
較
的

保
存
し
、
寛
永
十
四
年
版
本
は
質
量
共
に
仮
名
訓
点
が
充
実
し
て
お
り
作
品
享

受
に
付
帯
す
る
訓
読
方
式
を
比
較
的
保
存
す
る
伝
本
と
正
確
規
定
し
た
。

本
稿
の
結
論
と
し
て
も
基
本
的
に
旧
稿
の
見
解
か
ら
の
変
更
は
な
い
が
、
版

本
の
有
訓
被
住
字
の
多
さ
が
必
ず
し
も
作
品
成
立
時
の
訓
点
の
保
存
を
意
味
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
版
本
独
自
の
訓
が
目
立
っ
て
多
い
巻
二
の
一
部
説
話
な
ど

作
品
流
布
に
伴
う
改
変
へ
の
留
意
が
必
要
な
筒
所
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。

吋
一
一
一
国
伝
記
』
の
テ
キ
ス
ト
再
建
に
際
し
て
は
池
上
氏
注
釈
が
す
で
に
実
践

し
て
い
る
よ
う
に
、
一
一
伝
本
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
改
変
箇
所
を
析
出
し
つ
つ

も
、
一
長
一
短
の
関
係
に
あ
る
こ
依
本
の
本
文
・
訓
点
を
相
補
し
つ
つ
本
文
を

策
定
し
で
い
く
こ
と
が
有
効
か
と
思
わ
れ
る
。

｛注〕
〈
控
一
〉
本
話
を
含
む
つ
一
国
伝
記
』
所
収
説
話
で
、
博
士
学
位
申
請
論
文
『
大
陸
仏
教
文

学
の
受
容
と
耕
読
の
研
究
』
各
章
に
お
け
る
引
例
・
論
行
を
以
下
列
挙
す
る
。
概
論
文

は
（
V
喜一語吋・

5
E晶
3
2
5
0な
す
宮

5
8
a
o＼

MMM斗
＼

M
a
s
a）
よ
り
全
文
関
読
可
能
。

巻
二
4
話
：
・
（
博
論
6
章
〉
資
料
九
2

巻
五
1
0
話
・
：
（
博
論
5
章
）
資
料
六
1
・
2

巻
六
2
2
話
：
・
（
博
識

5
章
）
資
料
十

巻
八
1
6
話
・
：
（
博
論
7
章
）
資
料
十
四
1
・

2

巻
九
1
4
話
・
：
〈
博
論
5
章
）
資
料
五
1
・
2

巻一

0
1
1
話
：
・
（
博
論
5
章
）
資
料
四
1
・
2
・

3

巻
十
1
4
話
・
：
（
博
論
2
章
）
資
料
五
／
（
博
論
6
章
〉
資
料
十
一

1
・
2

巻
一
二
1
話
・
：
（
博
論
2
章
）
資
料
八
‘

（
た
だ
し
当
該
笛
所
で
寛
永
版
本
が
「
成
」
に
作
る
と
し
た
の
は
錯
誤
で
あ
っ
た
）

ま
た
（
博
論
3
章
）
で
は
『
三
国
伝
記
』
の
引
例
は
な
い
が
、
訓
法
比
較
の
具
体
的
作

業
と
し
て
、
吋
三
宝
感
応
要
路
録
』
上
7
話
に
つ
い
て
慶
安
版
本
、
『
当
麻
憂
茶
羅
疏
』

巻
二
十
－

E
十
八
、
吋
大
経
直
談
要
註
記
』
十
九
と
の
問
者
を
対
照
し
た
。
こ
の
ほ
か

ウ
ニ
国
伝
記
』
関
連
の
拙
稿
に
は
、
新
出
資
料
を
紹
介
す
る
拙
積
（
M
2
5
、
巻
二
1
4

の
主
人
公
「
定
生
」
伝
を
考
察
し
た
拙
稿
（
M
2
ど
が
あ
る
。

〈
注
ニ
〉
寛
永
十
店
年
抜
本
全
体
の
有
訓
の
被
注
字
数
を
悶
稿
補
訂
の
上
示
す
と
、
巻
一
ニ
ー

五
・
十
一
累
計
は
コ
一
，
五

O
O字
、
全
巻
累
計
は
一

O
，
五
二
七
学
で
あ
る
。

『
一
一
一
宝
感
応
要
略
録
』
『
一
ニ
国
伝
記
』
両
者
の
誹
点
比
較
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。
ま

た
ヲ
ニ
国
伝
記
』
に
は
今
後
の
出
典
判
明
の
可
能
性
や
、
典
拠
本
文
を
流
用
す
る
潤
色

の
敢
り
扱
い
の
開
題
も
あ
り
、
さ
ら
に
精
査
を
加
え
て
い
き
た
い
。

｛
テ
キ
ス
ト
〕

吋
今
昔
物
語
集
』
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
二
』
（

3
3
岩
波
書
店
）

明
三
国
伝
記
』
・
・
国
会
関
書
館
蔵
近
世
初
期
写
本
は
『
古
典
資
料
』
一
・
ニ
・
三

（
同
ま
で
す
み
や
書
房
）
影
印
を
、
寛
永
十
四
年
版
本
・
・
名
古
屋
大
学
図
書
館
小
林
文

庫
蔵
本
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
。



『
三
宝
感
応
要
略
録
h

・
・
慶
安
版
本
お
よ
び
金
剛
寺
本
は
大
阪
大
学
一
一
一
宝
感
応
要
路
録
研

究
会
編
『
金
隣
寺
本
『
三
宝
感
芯
要
略
録
h

の
研
究
b
o
o
s
勉
誠
出
版
）
所
載
の
影

印
、
尊
経
閣
本
は
叫
尊
経
閣
本
善
本
影
印
集
成
』
第
六
集
・
第
四
十
三
冊
。
。
。
∞
八
木

議
岡
市
出
）
所
叙
の
影
印
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
。

【
参
考
文
献
｝

池
上
淘
一
（
同
ゅ
は
）
「
『
一
一
一
国
伝
記
』
序
説
」

（
秋
山
鹿
編
『
中
世
文
学
の
研
究
』
、
東
京
大
学
出
張
会
）

池
上
海
一

2
3
S
「
中
世
文
学
に
お
け
る
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
の
受
容
」

（
神
戸
大
学
文
学
部
守
一
十
周
年
記
念
論
集
』
）

公
選
M
）
「
『
三
国
伝
記
』
版
本
の
浄
土
教
的
特
徴
」

（
ヲ
ニ
菌
伝
記
（
下
〉
』
〈
一
一
一
弥
井
書
志
）

池
上
海

「
解
説
〔
補
遺
］
」
）

右
三
編
は
『
池
上
抱
一
著
作
集
』
（
M
C
C
M
心
0
0
∞
和
泉
書
院
）
に
収
め
ら
れ
、
（
芯
吋
）

は
司
副
説
話
と
そ
の
周
辺
h

第
三
編
第
三
章
、
（
芯
司
）
は
『
一
今
昔
物
語
集
の
研

究
』
第
六
編
第
四
章
、
（
芯
∞
M
〉
は
吋
二
説
話
と
記
録
の
研
究
』
第
一
一
一
編
第
六
章
に
そ

れ
ぞ
れ
問
題
で
所
収
。
著
作
集
で
は
（
右
∞
M
）
の
吋
一
一
一
層
伝
記
〈
平
仮
名
本
〉
』
と
の
対

燕
な
ど
、
以
後
の
研
究
進
展
を
反
映
し
て
若
干
の
加
筆
が
あ
る
。

黒
田
彰
（
H
W
∞
い
）
コ
ニ
臨
伝
記
と
和
漢
朗
、
詠
集
和
談
紗
」
（
関
西
大
学
『
毘
文
学
』

5
8
号）

黒
田
彰
〈
右
∞
品
）
「
新
撰
沙
石
集
（
仏
法
寄
妙
集
）
の
こ
と
i
一
一
一
国
伝
記
の
一
異
本
」

（
『
説
話
文
学
研
究
』
第
1
9
集）

※ 黒
田
彰
（
忍
∞
凶
）
コ
二
一
回
伝
記
抜
書

l
身
延
文
態
本
」

（
古
典
文
庫
〈
第
4
6
1
冊
別
冊
〉
解
題
）

※
右
一
ニ
編
は
吋
中
世
説
話
文
学
の
文
学
史
的
環
境
』
（

3
S
和
泉
書
院
）
の
第
三
章
2
・

6
・
7
節
と
し
て
所
収
、
本
積
は
こ
れ
に
よ
る
。

小
林
忠
雄
〈
芯
さ
）
「
三
国
伝
記
と
三
宝
感
志
要
略
録

i
三
一
国
伝
記
出
典
考
の
一
部
と
し
て

i
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『
一
一
一
国
伝
記
』

一
伝
本
と
「
三
宝
感
応
要
略
録
』

有
国
語
盟
文
』
第
1
6
巻
5
号）

塚
本
善
隆
（
芯
主
）
「
日
本
に
遺
存
せ
る
遼
文
学
と
其
の
影
響

l
真
福
寺
の
戒
珠
集
往
生
伝
と

金
訳
文
庫
の
漢
家
往
生
伝
に
就
い
て
i
」
（
可
日
支
仏
教
交
渉
史
研
究
』
弘
文
堂
書
房
）

牧
野
和
夫
（
問
。
∞
凶
）
「
孔
子
の
頭
の
由
み
其
合
と
五
（
六
）
調
子
等
を
素
材
に
し
た
ニ
、
一
ニ
の

問
題
」
（
台
東
横
悶
文
学
』

1
5
号
、
の
ち
吋
中
世
の
説
話
と
学
問
』

E

「
一
一
一
国
伝
記

を
め
ぐ
る
学
問
的
諸
相
」
所
収
、
本
稿
は
こ
れ
に
よ
る
）

松
尾
譲
児
〈
M
2
0
）
「
ヲ
ニ
宝
感
応
要
略
録
』
誤
読
史
素
描
」

（
吋
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
1
2
5
輯）

松
尾
譲
克
（
M
O
H
M
）
「
新
出
『
因
縁
集

h
l資
料
紹
介
i
い

（
吋
名
古
麗
大
学
人
文
科
学
研
究
』
第
4
0
号）

松
尾
譲
見
（
M
S
M
）
「
吋
一
ニ
宝
感
応
要
略
録
』
の
テ
キ
ス
ト
読
解
を
め
ぐ
っ
て
」

（
司
名
古
屋
大
学
人
文
科
学
研
究
』
第
4
1
号）

湯
谷
祐
一
ニ

2
3∞
）
「
養
寿
寺
蔵
守
一
一
回
伝
記
』
に
つ
い
て
」〈

『
説
話
文
学
研
究
』

3
3
号）

渡
選
信
和
（
同
混
同
）
「
書
誌
・
解
説
」
〈
名
吉
産
三
国
伝
記
研
究
会
編
吋

u

三
国
伝
記
〈
平
仮

名
本
〉
』
上
・
中
・
下
（
古
典
文
庫
器
三
四
・
四
三
六
・
四
一
一
一
八
）
所
収
）

渡
辺
陸
一
（
M
O
O
N
）
「
如
来
寺
松
峯
文
庫
蔵
『
一
一
一
語
集
b

に
つ
い
て

ー
浄
土
宗
名
越
派
の
説
草
集

i
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』

3
7
号）

李
銘
敬
（
M
o
o
d
『
員
本
仏
教
説
話
集
の
源
流
研
究
編
・
資
料
編
』
（
勉
誠
出
版
）

（
ま
つ
お

ゆ
ず
る
／
日
本
文
化
学
講
鹿
博
士
研
究
員
）




